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月 22日造影 CT施行し後腹膜腫瘍と判断され, 7月 28
日当科紹介となった.CT・MRIは尿管腫瘍疑い,また傍
大動脈リンパ節腫大を認めた.右尿管癌 T3N1M0の診断
で, neoadjuvant化学療法として GC療法, MVAC療法








大山 裕亮，富澤 秀人，大竹 伸明
関原 哲夫 （日高病院 泌尿器科）
症例 1は 61歳女性. 腎盂腎炎を繰り返し膀胱結石
(6×5cm)を認め当科紹介.膀胱切石術を試みたが膀胱周
囲の癒着が強く手術困難.経尿道的手術に移行し二期的
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小倉 治之，黒澤 功 （黒沢病院）
40歳男性. 平成 22年 4月に人間ドックにて尿潜血


















2007年 10月から 2010年 12月までの 3年間に, 23例
の血液透析患者に長期型バスキュラーカテーテル (ソフ
トセル)を留置した.患者の挿入時年齢は平均 69.3歳,男




た理由はブラッドアクセス作成困難 21例, 穿刺困難 1
例,末梢動脈の循環障害 1例であった.カテーテル開存
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（伊勢崎市民病院）
【目 的】 2009年 10月以降,当科で施行した上部尿路
結石に対する TULの臨床的特徴について検討した.
【対 象】 2009年 10月から 2010年 12月までに TUL
を施行した 44症例.【結 果】 男性 ;23症例, 女性 ;
21症例,平均年齢 ;59.5歳.結石部位 ;R2;4例,R3;3
例,U1;17例,U2;9例,U3;11例.平均結石長径 ;R2;















式を 8例に施行したが,平均手術時間 :197分 (140～280
分),平均出血量 :237ml (少量～1200ml),平均術後在院
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ルビン血症, 腎不全, 呼吸不全, 下腿腫張となり FFP輸
血, CHDF,ビリルビン吸着,胸腔ドレナージなど施行.
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年齢 PSA(ng/mi) GS  n
 clinical T  n
リスク
分類 n
平 均 68  10  6以下 5  cT1c  6 低 4
最 小 73  4.22  7  4  cT2a  4 中 3
最 大 62  27.36  8以上 2  cT2b  0 高 4
中央値 69  6.04  cT2c  1
手術は経腹膜到達法で 5例, 腹膜外到達法で 6例施行し
た.
手術時間 (分) 出血量 (ml)
平 均 312  856
最 小 236  150
最 大 405  1600
中央値 312  900
 
11例中 2例 (18％) に断端陽性を認めた.開腹手術に移
行した症例はなかった.
腹腔鏡下前立腺全摘除術は難易度の高い術式ではある
が熟達者の指導で開腹手術に移行すること無く完了でき
た. 断端陽性率も 18％と当院における開腹手術の成績
(15％)と遜色無いものであった.今後も症例を重ねて安
定した術式としたいと考えている.
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